
定例会議 ～2023年10月分～

～感染症対策

標準予防策

身体状態の見分け方～
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【今回の流れ】

➀標準予防策、リバーランの引継ぎについて

②前回の振り返り

③事務連絡

④標準予防策

⑤身体状態の見分け方～

⑥会議分の『ご本人の様子および特記事項』へ

の記載と送信。

2
ヘルパー定例会議10月分。

感想：＊ 3行程度 コメント下さい ＊

① オレンジボタンを押す ② 感想を3行追記する
③ 引継ぎ事項にコピーを押す をお忘れなく



【いつもの連絡：標準予防策】

 とにかく手洗いまたは手指消毒。
訪問直前に行う。

訪問中も適時行う。食事介助の前後、排泄介助の前後、

外出後に利用者宅に戻ったときなど。

マスク着用

体調が悪いときは無理せず休む

 よく食べて よく寝る。
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【いつもの連絡：引継ぎについて】
前の支援の状況が確認できないと不安になる。私が入る前に送信
しといてほしい。。。。

特に、お一人住まいの場合は、前の支援状況を知りたい

【前のヘルパー】 【次のヘルパー】

リバーラン

★ 訪問前に情報を確認
支援後すぐに送信して下さい。



■【サービス提供時の状況】

時間や支援内容等変更があれば、

『報告事項あり』に変えて内容を記載。

以下、同じです。

◆ 【ADLや意欲、調子】 ◆ 【主な訴えや要望】
◆ 【家族を含む環境】
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■『本人の様子及び特記事項』は、

利用者様やご家族も見られます。

『近況報告』は見えないです。見られます



～前回の振り返り 熱中症の事例から学べる事～

利用者様を（いい意味で）信頼しすぎない。

これまでも大丈夫なら、今後も大丈夫

。。。ではない。
加齢による体力低下、気候の温暖化等で状況は変わり続ける。
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【インフルエンザ 予防接種】

接種代を補填します（4000円
が上限です）。

12月22日までに領収書と
引き換えで対応します。
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【福祉スタッフ2万円ギフトカード】
大阪府が福祉従事者にギフトカード配布、物価高騰２万円相当

申請は個人ではなく施設事業者がおこない、対象者には１２月
から２０２４年２月ごろまでにギフトカードが配布される予定です



【手洗い、手指消毒について】

 多くの感染症は、接触感染から起こります。咳やくしゃ
み、普段の会話によるしぶきと共に、相手の衣服や、机、
棚などにウイルスが付着し、それを手で触りその手でドア
ノブなどに運んでいきます。更に人は無意識に1分間で2～3
回、顔を触っているので、ウイルスの付着したその手で顔
に付着し、目や口や鼻という粘膜からウイルスが侵入し感
染していきます。

手洗いは「1ケア１手洗い」、「ケア前後の手洗い」が基本
。通常はエタノール含有消毒薬を用います。目に見える汚
れがついている場合には、液体石鹸と流水による手洗いを
行います。
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【液体石鹸と流水による手洗い の仕方】



【こういう場合は、
『液体石鹸と流水による手洗い』 】

目に見える汚れがついている場合。

食事介助の前。

排泄介助などの後。おむつ交換は、排せつ物に直接
触れなくてもかならず使い捨て手袋を着用して行い
ますが、手袋を外した際には原則、液体せっけんと
流水による手洗いを行う。

医療処置。医療的ケア処置前など 10



【その他の標準予防策】

 汗を除くすべての体液、血液、分泌物は感染の危険性があるものとし
て取り扱う。手指衛生、手袋、マスク、エプロンなどの個人用感染防
護具の装着等必要に応じて対応。

 水拭き清掃の場合、床、壁、ドアなどは水拭きでよいが、多くの人の
手が触れるドアノブ、手すり、ボタン、スイッチなどは状況に応じて
の消毒（消毒用エタノール等でよい）が望ましい。尚、ノロウイルス
感染症発症時は0.02%の次亜塩素酸ナトリウム液を使用するなど、流行
している感染症によってはその病原体に応じた清掃や消毒を行う。

 清掃は部屋の奥から入り口方向に行う。

 清掃の拭き取りは一方向でおこなう。

 基本的に消毒液等を噴射する時は拭きとる物（雑巾など）に噴射して
使う。（その方が除去効果が高い）

 嘔吐物、排せつ物の場合、噴射によって病原体が飛散する為、拭くと
きは「外側」から「内側」で拭きとる。

 目に見える汚染は速やかに確実に拭き取る。 11



【日常の健康状態の観察】

 利用者様は、感染症に対する抵抗力の弱い方が多い。

その為、早期発見と早期対応が大切。

 早期発見の為には普段の様子を知っておくと良い。それで普段との

違いが分かるし、言葉にできなくても感じることができる。

 普段との違いは、バイタルサインの他、五感や感情もセンサーとして活
用して、全心身を使って察知してください。

 バイタルサイン（何がありますか？）

 異常を発見したら、緊急時のフローチャートに沿って対応。

・医師、担当訪問看護師

・家族、後見人、ケアマネ、相談員

・担当サ責などなど

現場によって変わります。
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感染症、体調不良を疑うべき症状 とは・・？

・意識レベルの低下

・頻脈

・呼吸数の増加

・発熱

・発汗

・嘔吐（吐き気）

・下痢

・腹痛

・いつもと比べて活気がない

・咳、痰の増加、喉の痛み等 ・鼻水

・皮膚の変化（発疹、発赤、腫張、熱感） 13

・寝汗

・食欲不振

・体重減少

・頭痛

・顔色、唇の色

・全体の様子
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